
東山小学校だより

平成３０年１２月２１日

※ 町内配付１２月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

充実の２学期充実の２学期 ・・ ふれ合いの冬休みを…ふれ合いの冬休みを…
無事に2学期終業式を迎えることができました。実際のところは8月中の牛飼

い修行の旅から活動がはじまり、持久走記録会、全校縦割り班遠足（朝日山登

山）、文化祭･学習発表会などの大きな行事が次々にありました。加えて市内親

善○○、牛の角突き、各学級学年の行事、運動教室、留学生や東小・東中との

交流などを考えると、本当にめまぐるしい学期でした。そんな中でも子どもた

ちは日々の授業や諸活動に一生懸命に取り組んでくれました。事故や困った問

題もなく、実りある学期となりましたのは、子どもたちの頑張りはもとより、

保護者・地域の皆様のご支援ご協力のおかげと心より感謝しております。

文化祭が終わり…特に今月に入ってから、とても子どもたちが活発に、実にいきいきと学校生活

を送っているように感じられました。2年生が生活科で育てたサツマイモで作った大学芋を「ボク

たちが作ったから『小学イモ』で～す！」と教務室に持ってきてくれたり、跳び箱を跳べるように

なりたくて、昼休みに「跳び箱を出してください！」と頼みに来る子がいたり、クラブ活動の調理

実習で作ったケーキを「秘密があります。食べてください！」と来てくれたり…数日前からは何人

かが、帰りのあいさつを教務室の先生方にだけでなく、校長室にもしてくれるようになりました。

「めざせ!東山○○No.1!!」。生活目標を今までになく子どもたち

が意識してくれたのでしょうか…とにかく活気があります。いずれ

にしても、冬休みが近づいてただ単にウキウキしているだけではな

いように思います。うまくは表現できないのですが、積極性が出た

というだけでなく、会話が弾むようになったというか、とにかく子

どもたちが良い方向に成長していると感じる学期末となりました。

さて、いよいよ明日から1月7日まで、17日間の冬休みが始まります。夏休み前にも伝えた通り

「 自 らが由する『自由』な時間を過ごしてほしい。時間をムダにしないでほしい。」と思います。
みずか よし

と言って「普段できないことに取り組みましょう！」とかと言うのではありません。冬休みにはと

にかく『お家の人や親戚、地域の人との時間を楽しく過ごしてほしい。』のです。もちろん普段で

きないことに取り組むのは素晴らしいことですが、せっかくクリスマスやお正月、地域行事など家

族、親族、地域の人と顔を合わせる機会が多い冬

休みです。「親戚が集まっているのに一人で部屋で

ゲームをしている」なんてことのないように、い

ろんな人といろんな話をしたり聞いたり、みんな

で一緒に遊んだりして、ふれ合いを深めてほしい

と思います。1月8日(火)、また少し大人になって

いるであろう子どもたちに会えるのが楽しみで

す。 ～～ それでは皆様、よいお年を！ ～～

写真上：玄関ホールのサンタとX'masツリー（by 山賀管理士）

写真中：子どもたちと担任の「めざせ！東山○○No.1!!」宣言

 
 

東山の子ども 冬休みのくらし

『規則正しい生活をおくり、
安全に気を付けて楽しく過ごそう。』

１ 安全に気を付けよう。５つの用心＝５用心

｢火｣ 火事ややけどに注意しよう。

｢雪｣ 雪庇や吹きだまり、雪山に注意しよう。

｢車｣ 交通事故に注意しよう。

｢金｣ お金のトラブルに注意しよう。

｢人｣ 不審者に注意しよう。

２ 自分の生活リズムをつくり、健康に過ごそう。

３ 家族や地域とのふれあいを深めよう。

４ 緊急連絡先を確認しておこう。



「山っ子テスト」「山っ子テスト」ドリルマスタードリルマスター＆＆パーフェクターパーフェクター 表彰表彰
昨日の音楽朝会の際、2学期「山っ子テスト」の

成績優秀者の表彰を行いました。『漢字ドリルマス

ター』は全校で17名、『計算ドリルマスター』は

13名でした。次に全回100点満点を果たした人に

『パーフェクト証(賞)』の表彰をしました。

全回満点のパーフェクターは次の3名でした。

2年生 平澤侑斗さん(漢字・計算)

3年生 廣井咲生さん(漢字)

4年生 片岡孝太さん(漢字)

朝会が始まって間もなく星野先生から山っ子テストの表彰をすると伝えられると、一瞬戸惑った

子どもたちの表情が見る見る期待の表情に変わりました。担任からの発表に自然と拍手が起こり、

自分と友だちの頑張りを認める雰囲気に包まれました。惜しくも表彰を受けられなかった人も、友

だちの頑張りに温かい拍手を贈っているように見受けられました。2年生5名と3年生3名は全員が

両方のドリルマスター表彰を受けました。さすがに高学年になると漢字も計算も難しくなります。

ドリルの出題範囲が決められているとは言え、高得点を続けるのは難しいかもしれません。しかし

これを一つの励みとして、3学期のドリル学習＆山っ子テストに向かってほしいです。

「眠育のすすめ」「眠育のすすめ」市ＰＴＡ連合会 研究大会[講演]より市ＰＴＡ連合会 研究大会[講演]より
みんいく

今月2日(日)小千谷市ＰＴＡ連合会研究大会が行われました。今年は東地区(東山小･東小千谷小･
東小千谷中)が幹事で東山小が主管校でした。そこで、講演会では三条･月岡小学校の石井正文校長
先生に「『眠育』のすすめ」として睡眠についての講演をしていただきました。

実は、私は石井先生の講演を聴くのは3度目ですが、今回いちばん「そうかっ！」と思ったのは、
「良い睡眠をしっかりとれるということは自律ができるということ。つまりよい睡眠をしている子
どもは、あらゆることがきちんとできる人(自立した大人)になる。」というお言葉でした。
という訳で、１月の生活目標は〔↓〕です。3学期が楽しみです。

東山小学校 １月の生活目標

生活リズムを整え、元気にすごそう！生活リズムを整え、元気にすごそう！
● 学校の生活リズムを取り戻そう。

● 睡眠時間を見直し、よりよい生活習慣を意識して生活しよう！

● 風邪やインフルエンザの予防に努めよう！

・睡眠時間調査を行い、自分の生活リズムを見直す。

・生活習慣強調週間で、よりよい生活の実践を行う。

現代人の多くが睡眠不足や不規則な睡眠による健康上の問題等（＝「睡眠負債」）を負っている。睡眠は「体を休め

疲れをとる」ことはもちろん「体を成長させる」「脳を守り育てる」役割を持っている。また人がおきている間に得た

情報を整理し、要不要に応じて消去したり、記憶し知識にしたりする。つまり子どもたちにとって睡眠は非常に大切

で、よい睡眠には睡眠の「質」「量」「タイミング」を改善しなければならない。また体内時計(入眠･起床)とホルモン

には密接な関係がある。ホルモン(入眠作用のホルモン「メラトニン」)の分泌はスマホやゲームのブルーライトによっ

て抑制されるので、メディアとの長時間の接触は睡眠の妨げとなる。良質な睡眠のポイントは…

① 途中に目を覚まさず、8～10時間は眠ること。

② 入眠時刻と起床時刻を毎日30分以内に揃えること。

③ 夜7時から朝7時の12時間以内に睡眠を位置づけること。

④ メディアへの接触は1日1～2時間までとし、

入眠前3時間はスマホやゲームと接触しないこと。

子どもの睡眠改善の具体的な方法としては、一定期間の睡眠調査をし、

必要に応じた指導を繰り返していくしかない。親と子そして学校が睡眠を

「見える化」していくことで成果につながっていく。


